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第
1
2
回

足
立
区
婦
人
学
級
は
じ
ま
る

□
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
か
ら

楽
し
い
生
活
、
幸
福
な
生
活
、
と

い
う
い
ろ
い
ろ
な
目
標
を
は
つ
き

り
と
つ
か
む
た
め
に
「
話
し
合

い
、
し
ら
べ
、
考
え
る
」
こ
と
な

ど
、
共
同
学
習
を
通
じ
て
、
実
生

活
に
反
映
さ
せ
る
の
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

□
で
す
か
ら
学
習
の
ね
ら
い
と
し

て
は
、
人
と
人
と
の
横
の
つ
な
が

り
を
育
て
て
ゆ
き
、
お
互
に
同
じ

人
間
と
し
て
相
手
を
尊
重
し
、
自

分
を
生
か
し
て
ゆ
く
、
そ
し
て
、

共
通
の
目
的
に
向
つ
て
手
を
つ
な

い
で
進
ん
で
ゆ
く
よ
う
に
指
導
し

て
い
ま
す
。

□
学
級
の
運
営
は
、
い
く
つ
か
の

小
さ
な
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
学
級

生
全
員
が
自
然
に
発
言
出
来
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
学
級
生
全

員
が
責
任
を
持
つ
て
活
動
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

□
そ
の
た
め
に
グ
ル
ー
プ
の
仕
事

や
役
割
は
み
ん
な
で
分
担
し
て
「

な
す
こ
と
に
よ
つ
て
学
ぶ
」
と
い

う
方
法
を
と
つ
て
い
ま
す
。

□
学
級
の
教
具
は
、
学
習
の
効
果

を
あ
げ
る
た
め
に
、
図
書
、
新
聞

等
の
利
用
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

映
画
な
ど
も
使
つ
て
い
ま
す
。

□
学
習
を
つ
ゞ
け
て
ゆ
く
に
し
た

が
つ
て
当
面
し
て
く
る
い
ろ
い
ろ

な
問
題
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
、

ま
た
技
術
的
な
立
場
か
ら
相
談
相

手
に
な
る
人
を
助
言
者
と
い
つ
て

教
育
委
員
会
指
導
主
事
、
学
校
の

先
生
、
そ
の
ほ
か
学
識
経
験
者
の

方
々
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

□
毎
回
、
参
加
さ
れ
る
主
婦
の
方

々
も
ふ
え
、
こ
の
学
級
の
成
果
は

各
方
面
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

写
真
は

第
1
2回
婦
人
学
級
開
校
式

(
伊
興
小
学
校
)

区役所の電話が変りました

代 表( 888) 2151
総務課( 881) 0440
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昭 和35 年 度

奨 学 生 き ま る
足
立
区
で
は
、
学
業
成
績
が
優

秀
で
あ
る
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
経

済
的
に
修
学
が
困
難
に
な
つ
て
い

る
方
に
学
費
を
無
利
子
で
お
貸
し

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
育
英
制
度

は
非
常
に
好
評
で
年
々
応
募
者
が

増
加
し
、
成
績
の
よ
い
学
生
ば
か

り
で
選
考
す
る
の
に
苦
心
し
ま
し

た
。3

5年
度
の
応
募
者
は
高
校
6
9名

大
学
は
7
名
、
厳
正
な
育
英
資
金

貸
付
審
議
会
の
決
定
に
よ
り
、
つ

ぎ
の
方
が
育
英
資
金
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
の
部
(
数
字
は
受
付
番
号
)

3
　
富
沢
幸
子
　
　
区
立
5
中

7
　
高
橋
和
恵
　
　
区
立
1
2中

1
0
　鈴
川
誠
一
　
　
区
立
1
2中

1
1
　田
口
美
智
江
　
区
立
1
2中

2
3
　石
山
三
代
子
　
区
立
1
4中

2
6
　藤
本
正
栄
　
　
区
立
1
中

3
0
　遠
藤

毅
　
　
　区
立
蒲
原
中

3
6
　大
滝

薫
　
　
　区
立
9
中

3
7
　中
村
滋
子
　
　
区
立
9
中

3
8
　井
上
晴
男
　
　
区
立
7
中

6
1
　金
子
哲
雄
　
　
都
立
竹
台
高

7
3
　飯
田
智
雄
　
　
区
立
6
中

7
4
　松
田
隆
司
　
　
区
立
6
中

以
上
1
3名

大
学
の
部

4
4
　千
本
木
孝
司
　
　
早
大

4
6
　秋
田

武
　
　
　
　教
大

6
0
　源
馬
国
栄

大
学
実
験

補

助
員

以
上
の
選
考
に
は
も
れ
ま
し
た

が
福
祉
事
務
所
取
扱
い
の
母
子
家

庭
に
関
す
る
学
資
金
貸
付
に
は
つ

ぎ
の
方
々
が
決
定
し
ま
し
た
。

9
　
千
葉
静
枝
　
　

区
立
1
2中

2
9
　
若
林
剛
　
　
　
区
立
蒲
原
中

4
1
　長
富
伸
一
　
　

区
立
7
中

6
5
　
成
川
房
江
　
　

区
立
6
中

地
元
民
の
協
力
み
の
り

川
田
橋
排
水
場
い
よ
い
よ
着
工
の
は
こ
び

年
々
は
げ
し
く
な
る
地
盤
沈
下

の
た
め
、
梅
田
、
千
住
八
千
代
町

地
域
が
毎
年
台
風
時
に
浸
水
し
て

い
る
状
況
に
か
ん
が
み
、
都
建
設

局
で
は
、
当
区
の
要
望
に
こ
た
え

て
こ
の
地
域
に
排
水
場
を
建
設
す

る
企
画
を
具
体
的
に
進
め
て
く
れ

ま
し
た
。

し
か
し
、
排
水
場
は
か
な
り
の

用
地
を
必
要
と
し
、
ま
た
排
水
口

の
関
係
か
ら
川
ぞ
い
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
こ
の
用
地
の
買
収
、
立

ち
の
き
保
障
等
相
当
の
難
問
題
が

よ
こ
た
わ
つ
て
い
て
、
折
角
の
建

設
案
も
お
も
う
よ
う
に
は
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
。

時
あ
た
か
も
、
台
風
第
二
十
二

が
来
襲
し
、
一
夜
に
し
て
こ
の
地

域
の
ほ
と
ん
ど
が
床
上
浸
水
す
る

と
い
う
大
被
害
を
う
け
、
地
元
か

ら
も
排
水
場
を
作
つ
て
く
れ
と
い

う
声
が
あ
が
り
、
昭
和
三
十
三
年

十
一
月
二
十
四
日
、
区
長
、
議
長

災
害
対
策
特
別
委
員
長
は
、
地
元

千
住
八
千
代
町
会
、
梅
田
東
町
自

治
会
、
同
通
町
自
治
会
、
同
神
明

町
自
治
会
、
同
稲
荷
町
会
、
同
上

町
自
治
会
、
同
本
町
自
治
会
、
同

正
和
会
の
各
代
表
者
に
お
集
り
い

た
だ
い
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
こ
ゝ
に
川
田
橋
排
水
場
期
成

会
が
結
成
さ
れ
、
区
や
建
設
局
と

一
体
と
な
つ
て
、
排
水
場
実
現
の

た
め
に
努
力
し
ま
し
た
の
で
、
現

在
で
は
、
用
地
の
買
収
も
す
み
、

い
よ
い
よ
三
十
五
年
度
よ
り
着
工

す
る
は
こ
び
と
な
つ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
排
水
場
の
工
事
は
、
建
設

局
第
五
建
設
事
務
所
が
担
当
し
、

新
構
想
に
よ
り
、
都
内
で
も
有
数

の
モ
デ
ル
排
水
場
と
す
べ
く
関
係

者
は
ハ
リ
キ
ツ
て
い
ま
す
。

こ
の
川
田
橋
排
水
場
は
、
完
成

す
れ
ば
口
径
一
、
○
〇
〇
ミ
リ
と

、
一
、
二
〇
〇
ミ
リ
の
大
型
デ
イ

ー
ゼ
ル
ポ
ン
プ
二
基
を
備
え
つ

け
、
毎
秒
五
ト
ン
半
も
の
悪
水
を

排
水
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
放
水
路
へ
の
排
水
管
設

置
工
事
は
、
堤
防
を
切
つ
て
埋
設

す
る
関
係
上
、
建
設
省
で
行
う
予

定
で
す
。

ま
た
、
川
田
橋
近
く
に
あ
る
梅

田
排
水
場
も
目
下
増
築
中
で
こ
れ

が
完
成
す
れ
ば
、
一
、
〇
〇
〇
ミ

リ
排
水
ポ
ン
プ
一
台
が
増
強
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

写
真
は

川
田
橋
排
水
場
建
設
地
の
現
況

地
図
は

川
田
橋
排
水
場
の
位
置
を
示
す
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カ
と
ハ
エ
の
駆
除
は
春
先
き
か
ら

カ
と
か
ハ
エ
は
寒
く
な
る
と
い
な
く
な
る
の
は
け
つ

し
て
死
ん
で
し
ま
つ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

成
虫
の
ま
ゝ
、
あ
る
い
は
サ
ナ
ギ
と
か
卵
、
幼
虫
な

ど
で
冬
を
越
し
て
い
ま
す
。
や
が
て
春
風
と
と
も

に
、
す
さ
ま
じ
い
繁
殖
と
活
動
を
始
め
る
よ
う
に
な

る
の
で
、
カ
や
ハ
エ
の
退
治
は
、
こ
の
越
冬
隊
を
ね

ら
う
の
が
一
番
戦
果
を
あ
げ
る
よ
い
方
法
な
の
で
す

が
、
な
か
な
か
姿
を
み
せ
ま
せ
ん
の
で
、
春
さ
き
の

活
動
直
前
が
、
一
番
適
し
た
季
節
で
す
。

ハ
エ
の
越
冬
場
所

ハ
エ
は
い
ろ
ん
な
形
で
冬
を
越

し
ま
す
が
、
ゴ
ミ
溜
や
馬
糞
か
ら

発
生
す
る
イ
エ
バ
エ
な
ど
は
冬
で

も
産
卵
し
生
長
し
ま
す
。
さ
な
ぎ

は
ゴ
ミ
溜
の
周
囲
や
便
所
の
汲
取

口
の
ま
わ
り
の
土
の
中
で
約
二
〇

セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
多
く
い
ま

す
。ハ

エ
の
駆
除
に
は

汲
取
口
や
落
し
口
は
完
全
な
フ

タ
を
し
て
窓
に
は
防
中
網
を
張
る

こ
と
。
台
所
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
必

ず
フ
タ
の
あ
る
容
器
に
入
れ
て
で

き
る
だ
け
早
く
運
び
出
す
か
穴
を

堀
つ
て
入
れ
、
そ
の
都
度
五
・
六

セ
ン
チ
位
土
を
か
ぶ
せ
て
お
く
こ
と
。

普
通
ゴ
ミ
は
焼
く
か
、
完
全
な
ゴ

ミ
箱
に
入
れ
て
置
く
こ
と
。

カ
の
越
冬
場
所

イ
エ
カ
、
ハ
マ
ダ
ラ
カ
は
成
虫

で
冬
を
越
し
縁
の
下
、
物
置
、
家

畜
小
屋
、
堀
、
古
井
戸
、
竹
や
ぶ

な
ど
、
暗
く
て
比
較
的
暖
か
い
と

こ
ろ
に
い
ま
す
。

ヤ
ブ
カ
は
主
に
幼
虫
や
卵
で
冬

を
越
し
、
墓
地
の
花
立
、
竹
の
切

り
株
、
落
葉
や
ゴ
ミ
溜
な
ど
温
気

の
あ
る
と
こ
ろ
に
い
ま
す
。

カ
の
駆
除
に
は

下
水
溝
を
常
に
清
掃
し
、
た
ま

り
水
の
な
い
よ
う
に
し
て
お
き
、

幼
虫
が
か
く
れ
て
い
る
草
む
ら
の

雑
草
な
ど
は
根
気
よ
く
刈
り
取
る

こ
と
。

温
地
、
池
、
沼
な
ど
は
溝
を
つ

け
て
排
水
す
る
か
、
埋
め
て
し
ま

う
の
が
一
番
よ
い
の
で
す
が
、
金

魚
な
ど
の
魚
を
入
れ
て
お
く
の
も
一

つ
の
方
法
で
す
。

町
会
、
自
治
会
な
ど
で
薬
を
ま

く
時
は
保
健
所
と
よ
く
ご
想
談
し

て
下
さ
い
。

ハエのおいたち

産卵数生存期間中200～1000コ
1回40～60コ生む

カのおいたち

生卵数　1回70 ～400 コ
普 通　200コ

文
書
の
交
換
便
に
ミ
ゼ
ツ
ト

学
校
や
出
張
所
の
文
書
交
換
便

は
い
ま
ま
で
学
校
の
用
務
員
さ
ん

や
、
区
役
所
の
用
務
員
さ
ん
が
半

日
が
か
り
で
や
つ
て
い
ま
し
た
が

事
務
の
能
率
と
、
用
務
員
さ
ん
に

本
来
の
仕
事
を
も
つ
と
や
つ
て
も

ら
う
よ
う
に
と
、
二
月
下
旬
か
ら

ミ
ゼ
ッ
ト
三
台
で
行
な
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
青
と
黄
の
こ
の
小

さ
な
三
輪
車
は
、
区
民
の
皆
さ
ん

に
も
親
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
よ

う
。
ど
な
た
か
か
わ
い
い
名
前
で

も
つ
け
て
や
つ
て
下
さ
い
ま
す
か

写
真
は
交
換
便
車
ミ
ゼ
ツ
ト

第
二
回
足
立
区
花
の
品
評
会

東
島
根
・
谷
古
宇
さ
ん
の
チ
ユ
ー
リ
ツ
プ
特
賞

東
京
の
花
ど
こ
ろ
、
足
立
特
産

の
「
花
の
品
評
会
」
が
2
月
2
0日

か
ら
3
日
間
産
業
振
興
館
で
催
さ

れ
ま
し
た
。
チ
ユ
ー
リ
ッ
プ
、
フ

リ
ー
ジ
ャ
、
ゆ
り
、
雪
柳
、
カ
ン

ラ
ン
コ
ー
エ
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
蘭

等
、
足
立
自
慢
の
花
十
一
種
二
〇

一
点
。
ど
れ
も
こ
れ
も
美
事
な
出

来
ば
え
、
み
る
者
の
心
を
う
ば
い

ま
し
た
。
特
賞
、
チ
ユ
ー
リ
ッ
プ
(

ウ
イ
リ
ア
ム
ピ
ッ
卜
)
東
島
根

町
二
、
一
二
二
谷
古
宇
正
さ
ん
(

都
知
事
賞
)
一
等
は
、
牛
込
孝
次

鈴
木
徳
次
郎
、
足
立
長
松
、
蓮
沼

権
蔵
、
西
山
幸
雄
、
高
橋
実
、
西

山
岩
吉
、
宝
田
武
男
の
各
氏
。

街や学校を緑で包む
皆んなで楽しく

緑 の 羽 根

を胸にかざって
期間　3月1日～4月10日
足立区の募金目標額30万円
首都緑化推進委員会

ま
め
だ
よ
り

募

集
陸
・
海
・
空
自
衛
官

の
昭
和
3
5年
度
第
一

回
募
集
受
付
け
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。
資
格
満
1
8才
～
2
5才
未
満
、

受
付
け
は
、
区
役
所
総
務
課
、
申

込
は
四
月
十
五
日
ま
で

職
業
訓
練
生
募
集
　
卒
業

者
は
知
識
と
技
能
を

身
に
つ
け
就
職
率
一
〇
〇
%
!
!
募

集
科
目
と
人
員
・
昼
間
生
ラ
ジ

オ
・
テ
レ
ビ
男
3
0名
・
訓
練
期
間

一
年
・
ト
レ
ー
ス
女
3
0名
・
訓
練

期
間
六
カ
月
・
夜
間
生
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
男
3
0名
・
ト
レ
ー
ス
女
3
0

名
・
訓
練
期
間
各
一
年
・
応
募
資

格
・
男
子
高
卒
以
上
・
女
子
中
卒

以
上
・
身
体
強
健
・
身
元
確
実
な

方
・
申
込
は
公
共
職
業
安
定
所

へ
・
〆
切
は
三
月
十
一
日
・
テ
ス

ト
有無

料
一
般
区
民
相
談
毎
日

九
時
～
五
時
△
税

務
・
商
工
・
保
護
相
談
毎
週
木
曜

日
一
時
～
四
時
△
法
津
相
談
毎
月

第
三
木
曜
日
一
時
～
四
時
△
場
所

産
業
振
興
館
相
談
室
・
お
気
軽
に

お
で
か
け
下
さ
い
。

法
律
相
談
一
切
無
料
・
毎

月
第
三
水
曜
日
一
時

よ
り
△
場
所
・
梅
島
支
所
会
議
室

納
税
未
納
の
ま
ゝ
に
な
つ

て
い
る
区
税
は
今
月

一
杯
に
完
納
し
ま
し
よ
う
。
滞
納

金
で
お
困
り
の
方
は
徴
収
係
に
ご

相
談
下
さ
い
。
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新
し
い
民
生
委
員
き
ま
る

区
民
の
皆
さ
ん
の
身
上
や
生
活

の
相
談
相
手
と
な
つ
て
、
日
常
い

ろ
い
ろ
と
お
世
話
下
さ
る
民
生
委

員
が
十
二
月
一
日
付
で
改
選
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
定
員
が
十
六

名
増
加
さ
れ
、
総
数
二
〇
三
名
で

す
が
、
そ
の
内
六
七
名
の
方
が
婦

人
民
生
委
員
で
す
。

(写
真
は

新
民
生
委
員
辞
令
伝
達
式
)

第
一
出
張
所
管
内
(
九
名
)

榎
本

誠
二
　

千
住
東
町

三

高
橋

大
造
　

〃

二
九

村
山
与
一
郎
　

〃

六
九

松
永

保
三
　

〃

八
九

北
村

順
子
　

千
住
旭
町

一
五

宮
川
平
五
郎
　

〃

七一

河
内

仁
助
　

〃

七七

豊
住

さ
わ
　

千
住
曙
町

三一

松
丸

栄
子
　

千
住
関
屋
町
二
二

第
二
出
張
所
管
内
(
九
名
)

森
山

政
男
　

柳
原
町

一二
三

志
村
次
郎
蔵
　

〃

一
二
七

飯
島

松
治
　

〃

一
五二

野
沢

知
治
　

〃

一
六六

矢
崎

昌
訓
　

〃

二
四
九

神
山

り
く
　

〃

三
〇八

葭
原
靏
吉
　
日
ノ
出
町
一
ノ
二
六

瀬
田
市
太
郎
　

〃

一
ノ
三四四

中
畑

よ
ね
　

〃

二
ノ
二
二
九七

第
三
出
張
所
管
内
(
十
一
名
)

岡
田

て
い
　
　

千
住
橋
戸
町
二二

中
林

繁
蔵
　
　

千
住
河
原
町
五
四

蓮
波

善
澄
　
　

千
住
仲
町

三
四

玉
野
祐
治
郎
　

千
住
仲
町

八
〇

中
里

敬
二
　千

住
緑
町
一
ノ
一
八
ノ
一
六

長
崎

源
　

〃

三
ノ
一
三
ノ
一
三

島
田
辰
三
郎
　

千
住
宮
元
町
六
二

望
月

ト
キ
　
　

千
住
中
居
町
五
〇

植
竹

義
之
　
　

千
住
竜
田
町
五
七

野
沢
久
次
郎
　

千
住
桜
木
町
一
三

吉
田

勇
蔵
　
　

〃

三
六

第
四
出
張
所
管
内
(

十
名
)

山
崎

了
昭
　

千
住
一
丁
目

六

水
野

了
勝
　

千
住
二
丁
目
一
一

鈴
木

祐
明
　

〃

六
三

金
山

正

一
　

千
住
三
丁
目
二
五

管
原

澄
子
　

〃

五
九

浜
田

さ
い
　

千
住
四
丁
目
三
三

彦
根

ま
さ
　

〃

八
七

江
川

と
志
　

千
住
五
丁
目
一
八

寺
岡

藤
吉
　

〃

四
五

前
島

元
子
　

〃

七
九

第
五
出
張
所
管
内
(

十
四
名
)

宮
田

喜
平
　

千
住
大
川
町
七
二

大
道

八
代
　

〃

三
二

小
沢

武
雄
　

千
住
大
川
町
五〇

本
多

ま
す
　

〃

七

橋
本

翠
　

〃

一
七

安
形
千
代
野
　

千
住
元
町

二
二

大
野
松
太
郎
　

〃

四八

小
守

衛
　

〃

五〇

芦
田

晃
子
　

千
住
柳
町

一
八

宇
野
き
く
ゑ
　

〃

三
〇

有
川

三
郎
　

〃

四
七

齊
藤

栄
三
　

千
住
寿
町

三
九

川
名

梅
代
　

〃

六六

小
林
勇
太
郎
　

〃

七七

第
六
出
張
所
管
内
(
十
名
)

木
村

善
利
　

千
住
高
砂
町
一
八

高
内
と
志
子
　

〃

五〇

久
保
寺
延
太
郎
　

〃

九二

古
川

静
子
　
　

〃

一
一
五

児
玉
八
十
路
　

千
住
末
広
町

三

南
部

保
利
　
　

〃

五一

中
沢

赳
夫
　
　

〃

六二

安
藤
太
三
郎
　
千
住
八
千
代
町
一
八

星
野

志
も
　
　

〃

三
〇

丸

勘
次
郎
　
　千
住
若
松
町

三二

第
七
出
張
所
管
内
(

二
十
三
名
)

高
瀬

せ
い
　

本
木
町
一
ノ
二
七
四

笠
原
泰
次
郎
　

〃

四
二
一

瀬
田
孝
三
郎
　

〃

四
二一

森

辰
雄
　

〃

四
八一

北
畑

武
三
　

〃

六
四
六

宮
口

鉄
治
　

〃

六
五
七

渡
辺

和
治
　

〃

六
六
〇

福
澄

義
雄
　

〃

八
九
一

木
村

茂
　

〃

九
五一

内
山

幸
隆
　

〃

一
、〇
四
一

山
田

鉦
三
　

〃

一
、一
二
六

清
水

迪
衛
　

〃

一
、〇
九
九

兼
本

国
太
　

本
木
町
二
ノ
一
、三
九
三

内
田

せ
い
　

〃

一
、三
八
四

黒
須
宗
太
郎
　

〃

一
、八
二
三

畠
山

一
美
　

〃

二
、一
一
八

島
田

松
次
　

〃

二
、二
三
九

小
宮

光
子
　

〃

一
、九
九
六

石
井

敬
道
　

〃

一
、一
四
二

沢
田
寅
二
郎
　

〃

二
、〇
七
九

土
屋

い
ね
　
本
木
町
二
ノ
一
、八三
〇

瀬
田

せ
ん
　

〃

一
、八四
〇

海
老
原
安
五
郎
　
〃

一
、六
九四

第
八
出
張
所
管
内
(
十
名
)

瀨
田

金
蔵
　
本
木
町
三
ノ
二
、三二一

片
野

孫
蔵
　

〃

二

、四九四

田
中
竹
次
郎
　

〃

二
、四
七一

田
口

富
蔵
　

〃

二
、六三六

菊
地

福
蔵
　

〃

五
、三二
二

小
宮
金
太
郎
　

〃

四
ノ
五
、〇
五〇

阿
出
川
誠
一
　

〃

五
ノ
四
、一
三六

内
田

市
郎
　

興
野
町

九五
〇

持
木

水
吉
　

〃

一
、二
五一

岡
野

敏
雄
　

〃

一
、一一
七

第
九
出
張
所
(

管
内
十
二
名
)

佐
々
木
福
松
　

西
新
井
町

九
三
〇

大
橋

栄
一
　

〃

九
九一

久
保

藤
吉
　

〃

一
、〇
八
五

宮
崎
さ
と
い
　

〃

九
九八

栗
山

る
い
　

本
木
町
五
ノ
三
、四
七
八

森

み
や
　

粟
原
町

五
九
八

関
谷
藤
太
郎
　

〃

八一
二

木
島
仁
三
郎
　

〃

六
六
六

石
鍋

三
代
　

〃

一
、六
五
一

朝
此
奈
玄
二
郎
　

興
野
町

一
九二

竹
内
ア

ヤ
ノ
　

〃

四
二
一

柴

滝
男
　

〃

三
七
〇

第
十
出
張
所
管
内
(

十
三
名
)

小
泉

祐
治
　

梅
田
町

五
八

阿
川

ス
ミ
　

〃

二
五
八

神
永
萬
次
郎
　

〃

六二
三

増
淵
吉
太
郎
　

〃

九
三
四

三
谷

信
吉
　

〃

一
、〇
八
二

松
崎

順
赫
　

〃

一
、一
五
〇

大
木

レ
イ
　

〃

一
、二
二
二

大
塚

て
る
　

〃

一
、四
四
九

国
井

重
二
　

梅
田
町

一
、二
九
五

中
山

三
治
　

〃

一
、五
一
一

山
本

芳
蔵
　

〃

一
、六
六
六

藤
田
幸
三
郎
　

〃

一
、七
九
五

鈴
木

な
を
　

〃

九
五
三

第
十

一
出
張
所
管
内
(

十
一
名
)

遠
藤
亥
三
郎
　

島
根
町

六
七
二

笠
井
さ
か
江
　

九
三
七

小
川
泰
次
郎
　

島
根
町

一
、四二四

園
田
音
次
郎
　

〃

二
、六二
九

松
本

伴
七
　

梅
島
町

九

関
根

竹
蔵
　

〃

二
八

渡
辺
光
右
エ
門
　
小
右
エ
門
町
一
九二

榊
原

鉄
正
　

千
住
弥
生
町
八
四

佐
々
木
ミ
ツ
　

東
島
根
町
一
、六
七五

青
木

將
一
　

〃

二
、〇五八

谷
古
宇
新
次
郎
　

〃

二
、〇八
七

第
十
二
出
張
所
管
内
(
五
名
)

下
川

亀
蔵
　

小
台
町

二
九一

小
泉

庫
三
　

〃

三
二八

尾
沢
チ
エ
子
　

〃

五三一

下
川

貞
信
　

宮
城
町

一
二

早
川

愛
子
　

〃

三
六

第
十
三
出
張
所
管
内
(
十
一
名
)

宇
田
川
つ
や
　

下
沼
田
町

二
三一

清
水

武
治
　

〃

五五四

松
永
喜
代
江
　

〃

八〇
四

江
口

庸
夫
　

上
沼
田
町
一
、〇〇二

野
川

あ
さ
　

〃

一
、〇
八四

堀
内

文
代
　

〃

一
、一
七一

中
村
富
寿
松
　

高
野
町

三
九八

小
宮

八
重
　

北
鹿
浜
町
一
、九
〇二

小
宮

秀
一
　

〃

二
、九〇〇

浅
香

寿
平
　

谷
在
家
町
一
四
二

巌

良
誉
　

北
堀
之
内
町
七
九四

第
十
四
出
張
所
管
内
(
三
名
)

平
柳

一
枝
　

舎
人
町
一
、三一
六

市
川
治
右
エ
門
　
入
谷
町

四
〇四

大
島

祐
成
　

古
千
谷
町

六
二八

第
十
五
出
張
所
管
内
(
三
名
)

水
越
チ
ヨ
ノ
　
伊
興
町
見
通
一
、五三一

三
村

了
昭
　
伊
興
町
狭
間

八四四

幸
野

正
松
　
伊
興
町
本
町
三
、二
三二

第
十
六
出
張
所
管
内
(
七
名
)

小
竹

春
子
　

保
木
間
町

二
七

坂
田

武
男
　

〃

一
、八二五

山
崎

民
子
　

〃

二
、九三〇

細
井

種
三
　

〃

一
、九七
三

船
木
は
る
へ
　

竹
塚
町

三〇五

松
永
仁
三
郎
　

六
月
町

四
六

坂
田

藤
吉
　

〃

六四八

第
十
七
出
張
所
管
内
(
八
名
)

野
口

金
平
　

花
畑
町

一
五
九

金
杉
幸
之
輔
　

〃

一
、七
九六

小
宮

信
三
　

〃

五
、三二
四

千
ケ
崎
好
子
　

〃

五
、四
五五

星
野

さ
く
　

神
明
町

三
七

寺
島

俊
一
　

六
ツ
木
町

九三

伊
藤
繁
太
郎
　
東
加
平
町
七
六
一

井
出

ハ
マ
　

西
加
平
町

九〇
四

第
十
八
出
張
所
管
内
(
十
七
名
)

堀
田

ノ
ブ
　

大
谷
田
町

三
七五

荻
原

京
蔵
　

〃

五
三四

小
久
保
才
吉
　

〃

七
七八

鳥
海

広
　

〃

八四二

小
林

功
　

〃

一
、三〇
六

羽
住

清
久
　

〃

一
、四〇
六

遠
田

嘉
隆
　

長
門
町

五
五

下
島

泰
造
　

〃

二二
九

鈴
木
鐘
次
郎
　

〃

三
九〇

高
橋
未
次
郎
　

蒲
原
町

六三

金
沢

せ
い
　

〃

一
四九

山
梨
銃
次
郎
　

蒲
原
町

一
六四

杉
浦
豊
三
郎
　

〃

三一
七

山
崎

ツ
ネ
　

北
三
谷
町

三七

石
井

静
江
　

〃

三八八

関
口

モ
ト
　

上
谷
中
町

一
四〇

古
野
間
舜
蔵
　

佐
野
町

一
六
九

第
十
九
出
張
所
管
内
(
十
二
名
)

金
子

伊
平
　
　

五
兵
エ
町

三三三

根
本

佐
一
　
　

伊
藤
谷
本
町
一
四

増
田

次
作
　
　

普
賢
寺
町

六
九七

臼
倉

は
な
　
　

〃

六
九七

市
川

秀
雄
　
　

四
ツ
家

二六二

青
木
伊
三
郎
　
二
ツ
家
町
四
、四
五
一

嵯
峨

定
一
　
　日
ノ
出
町
三
ノ
五
六七

宮
部
キ
ミ
子
　
五
反
野
南
町
一
、二
八八

市
塚

ち
よ
　
　

〃

一
、三
七五

橋
瓜
き
よ
の
　

〃

一
、五
五七

高
橋

つ
る
　
　

〃

一
、七二
七

西
川

よ
ね
　
　五
反
野
北
町
二
、〇一
二

第
二
十
出
張
所
管
内
(
五
名
)

茂
出
木
芳
蔵
　
新
田
上
町
一
九
五

茂
出
木
庄
輔
　

〃

二
六六

長
谷
川
弥
重
　
新
田
下
町
一
四
〓

榎
本

森
次
　
　

南
鹿
浜
町

八八

渡
辺

敏
子
　
　南
堀
ノ
内
町
一
、五五五


